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Abstract

[Background] In order for SNS to be used as a place for peer support among peers with the same disease. It is necessary to clarify the 

effects of interaction in the SNS community.

[Purpose] This study was designed to clarify the use of SNS in SNS communities and the factors that affect the acceptance of illness in 

SNS communities.

[Method] We conducted a questionnaire investigation of web sites for 1 diabetes patient group IVOX on Facebook. The contents of the 

survey include gender of basic attributes, age of onset, age of community affiliation, type of SNS used daily, number of affiliations of 

other type 1 urinary illness SNS communities, and factors affecting SNS communities.

[Result] By factor analysis, factors of the SNS community were “management of illness,” “encouragement from members,” “friends,” 

and “increased positive emotions,” “self-understanding”. Factors influencing, the factors of the SNS community that affect “acceptance 

of disease” were “management of positive mind” (β= .36, p <.001) and “increased positive emotion” (β = .52, p < .001) and “self-

understanding” (B = .14, p <.001).  (Adjusted R²=.68)

[Conclusion] Effective use of SNS to help patients with type 1 diabetes manage their illness, embrace the disease, and improve their 

quality of life depends on managing the illness, increasing deterministic sentiment, the necessity of using ideas and creating a use 

system that enhances the experience of “immediate solution” was suggested.
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要旨:　背景：同じ病気を抱える仲間同士のピアサポートが行われる場としてSNSが活用されるためには，SNSコミュ
ニティでの交流がもたらす効果について明らかにする必要がある。
　目的：本研究の目的は，SNSコミュニティにおける 1型糖尿病患者の病気の受け入れに影響する要因を明らかにす
ることである。
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１．はじめに

　近年，ソーシャルネットワーキングサービス（以下
SNS）が普及し，利用者の社会活動範囲を広げるツー
ルとなってきたなか，様々な病気を抱える人々のコ
ミュニティサイトも多く存在し，患者の新しいつなが
りの場となりつつある。特に慢性疾患である１型糖尿
病患者は病気と長く付き合っていく必要があるため，
自らの経験を語り合い知識共有や情報交換を行う場と
してサード・プレイスであるSNSが活用されている 1）

2）。コミュニティ内では日々の生活の共感や励まし等
のピアサポートが見られ，患者が仲間とのつながりを
感じることで孤独感を解消し，病気を受け入れる手立
てとなっている 3）。そこで，SNSコミュニティ内での
SNSの特性を生かしたピアサポートが孤独感を解消し
患者の自己効力感を高めることで，病気の受け入れの
促進をもたらすことを明らかにできれば，SNSを活用
した効果的な患者の交流の場が期待できる。
　1型糖尿病は有病率が13.53（/10万人）発症率が2.25
（/10万人年）4）と患者数が少なく自分の身近に同病者
が存在しない場合が多い。また日々の多忙な生活の中
で血糖コントロールや低血糖対応といった病気の管理
に追われているため，病気の日常管理への負担感の他
に理解者や支援者がいないことへの不満が高まりやす
い 5）。糖尿病患者の患者会についての先行研究にある
ように実際は仲間とつながりたいと思っていても機会
や場所もなく，孤独感を感じている患者も多くいる 5）。
そのため，患者会は患者の孤独感解消や情報交換を行
う場として従来活用されてきた。近年ではSNSが患者
会の役割を担いつつある。
　一方，1990年代に登場したSNSは，オンライン上で
参加者のSNS上の社会生活の共感をベースとして社会
活動を広げるツールであり，1型糖尿病患者にとって

患者会に代わるコミュニティであるとともに，ピアサ
ポートの役割を担っていることが推測される。SNSコ
ミュニティではグループのメンバーから病気に関する
有益な情報をもらったり，自身の投稿に励ましや共感
のコメントをもらったりといった様々な交流が行われ
ている。またSNSコミュニティに参加していることで
1人ではないという仲間意識や所属感を感じることも
できる。実際に患者同士で対面する患者会と違いオン
ライン上で手軽につながりやりとりをすることができ
るため，気軽に参加できるというSNS特有のメリット
もある。そこで患者たちはSNSコミュニティを上手く
活用して，病気との付き合い方や自己管理のヒントを
得ることや孤独感の解消等を期待してSNSに参加する
ことで，病気を受け入れようとしている。
　一方，ピア（peer）とは，社会的，法的に地位の等
しい人，同等者，仲間を言い，中でも医療・福祉領域
では同じ病気にかかっている，あるいは同じ身体障害
をもっている同士と規定される 4）。諸外国の医療分野
においては，ピアサポートを病者のもつソーシャル・
サポート資源の重要な 1つと位置づけている。このピ
アサポートプログラムは医療・保健の専門家が，Self-

help Group などに所属する似た病の体験をもつピア・
サポーターと協働して，病に苦しむ患者に対しサポー
ト介入を行うものとして積極的に導入されており，プ
ログラムに参加した病者のサポートを受ける側，与え
る側双方の精神面やQOLによい影響を与えることが報
告されている 5）。先行研究により病者のピアサポート
は，病者の同病者を支える役割意識，闘病への励み客
観的な病状認識，共感に関するものが多く，同病者と
病気の体験を共有することの重要性が示唆されている
5）。前述のSNSコミュニティは，患者にとって現代の
ピアサポートのツールとなっていることが推測され
る。実際に患者によるSNSコミュニティの中ではメン

　方法：Facebookの 1型糖尿病患者グループ iVOXに対し，Webアンケートを用いた調査を行った。調査内容は基本
属性性別，発症年齢，コミュニティ所属年数，日常に利用しているSNSの種類，他の 1型糖尿病SNSコミュニティ
の所属数，SNSコミュニティの影響要因等である。
　結果：因子分析により，「SNSコミュニティの要因」は，「病気の管理」，「メンバーからの励まし」，「仲間意識」，
「肯定的感情の高まり」，「自己理解」の 5因子を得た。重回帰分析の結果，「病気の受け入れ」に影響を及ぼすSNS

コミュニティの要因は「病気の管理」（β＝ .36，p＜ .001），「肯定的感情の高まり」（β＝ .52，p＜ .001），「自己理解」
（β＝ .14，p＜ .001）であった。（調整済み決定係数はR²＝ .68）
　結論：1型糖尿病患者が病気を管理し病気を受け入れ，QOLの向上につながるように効果的にSNSを利用するに
は，「病気の管理」，「肯定的感情の高まり」，「自己理解」の経験が充実するような利用の工夫や利用体制づくりの必
要性が示唆された。

キーワード: 1 型糖尿病，SNSコミュニティ，病気の受け入れ
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バーの経験から学びや情報を得たり，励ましや応援の
言葉がけをもらったりするようなピアサポートと同様
のやりとりが行われている。
　ところで，SNSコミュニティでのこれらの活動は，
自己効力感を構成する 4つの概念をもとに考えること
ができる。つまり，メンバーの成功体験から自分も病
気の管理やコントロールに役立てた経験は「遂行行動
の達成」，メンバーの体験談を自分に置き換えて学び
を得る経験は「代理的体験」，メンバーからの励まし
の言葉がけは「言語的説得」，コミュニティに所属し
ていることで感じる連帯感等は「情動的喚起」ととら
えることが出来る 6）。SNSコミュニティはこの 4つの
役割をはたしていることが推測され，患者の病気の管
理に関する自己効力感の高まりや病気の受け入れに役
立っている可能性がある。そのため，SNSコミュニ
ティの効果を自己効力感の構成概念でとらえることが
出来れば，病気の管理や病気の受け入れに関する有効
な活用が見出され，患者のQOLの向上が見込まれるこ
とが期待される。
　以上より本研究の目的は，SNSコミュニティにおけ
る 1型糖尿病患者の病気の受け入れに影響する要因を
自己効力感の概念を用いて，明らかにすることである。

２．方法

2．1　対象と方法
　Facebookの 1型糖尿病患者グループ iVOXに対し，
GoogleフォームのWEBアンケートを行った。有効回
答・分析対象数は78人，調査期間は2019年11月で
あった。

2．2　調査内容
　基本属性は，性別，年齢，勤労状況，同居家族，発
症年齢，コミュニティ所属年数，日常に利用している
SNSの種類，他の 1型糖尿病SNSコミュニティの所属
数とした。
　SNSコミュニティの要因については自己効力感の 4
つの構成概念 9）をもとに「遂行行動の達成」は，血糖
コントロールや食事運動といった糖尿病の基本管理を
含めた 8項目（4件法），「代理的体験」は血糖コント
ロールや食事運動に関するメンバーの体験をきく等の
8項目（4件法）で構成した。「言語的説得」はSNS

上でメンバーから励まされるといった 5項目で構成し
た。「情動的喚起」は病者のピアサポートに関する先
行研究 3）を参考に仲間と所属の 2つに分けた。仲間で
はSNS上でのメンバーとのやりとりなどの日常的な活

動を経験したことによる気持ちの変化についての 8項
目（4件法），集団ではコミュニティに所属している
ことによる気持ちの変化についての 4項目（4件法）
から構成した。また，自己効力感についても「糖尿病
とうまく付き合っていく自信はあるか」という 1項目
（4件法）で回答を求めた。
　「病気の受け入れ」に関する項目としては精神面と
行動面の両面から考え，3項目（4件法）とした。
　各項目とも「よくある（よく思う）」「時々ある
（時々思う）」「あまりない（あまり思わない）」「ほと
んどない（ほとんど思わない）」の 4件法で回答を求
めた。4件法の各項目の得点が高くなるほど認識があ
るように設定した。

2．3　分析方法
　変数間の関係は全変数について記述統計量を求め
た。次に変数を得点化するために因子分析（主因子
法・プロマックス回転）を行い，信頼係数を求めた。
性差及び勤労状況による差と各変数の関係は独立した
t検定を用いた。病気の受け入れと変数の関係は，
Pearsonの積率相関係数を算出した。病気の受け入れと
各変数の関係性を検討するため，重回帰分析を行った。
　これらの分析には，統計ソフトSPSSver25.0を使用
した。有意水準は 5％を採用した。

３．倫理的配慮

　調査にあたっては，対象者から得た情報は研究以外
には使用しないこと，研究者以外のものが用いること
はないこと，アンケートから得たデータは統計的に処
理され，個人が特定されることはないことをアンケー
トの冒頭に文書で説明した。なお，本人からの無記名
による回答返信によって，研究の同意と参加への意思
が得られたものとみなした。研究の実施にあたり，東
京学芸大学倫理審査委員会の承認（東学芸研支第321
号）を得た。

４．結果

4．1　基本属性と対象者の分布
　対象者の属性は表 1に示すとおり，性別は女性が約
6割，勤労状況は勤労中が最も多く約 8割だった。年
齢は平均47.56±10.10歳，発症年齢は平均32.41±
14.40歳，発症経過年数は15.0±13.32歳であった。
SNSの利用状況は表 2に示すとおり，コミュニティ所
属年数は半年未満が約 1割，半年～ 1年が約 1割，2
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～ 3年が約 2割，3年以上が約 6割であった。日常的
に利用しているSNSについては表2に示す通り，LINE

が 1番多く約 9割，続いて twitterが約 4割で，コミュ
ニティメンバーの大半がFacebook以外のSNSも日常的
に利用していた。iVOX以外に所属しているコミュニ
ティの数は 2つが 1番多く約 3割だった。

4．2　「SNSコミュニティの要因」の因子分析
　表 3に示すとおり，SNSコミュニティの影響要因30
項目について因子分析（主因子法，プロマックス回転）
を行い，6因子が抽出された。6因子目でうまく説明
できなかったため 5因子指定で再び因子を抽出したと
ころ，解釈可能な 5因子を得た。第一因子は「（コミュ
ニティメンバーの経験を聞いたことにより）自分も低
血糖対応が出来そうだと思った。」など14項目から成
る「病気の管理」，第 2因子は「（あなたの投稿やコメ
ントに対して）メンバーから共感される。」など 5項
目から成る「メンバーからの励まし」，第 3因子は
「（コミュニティ内でメンバーとやりとりをすることに
より）一人でないと思う」など 4項目から成る「仲間
意識」，第 4因子は「（コミュニティ内でメンバーとや
りとりをすることにより）自分の思いを発散できたと

項目 回答 人数 ％
性別 男性 34 43.6

女性 44 56.4
勤労状況 勤労中 62 79.5

学生 3 3.8
無職 13 16.7

コミュニティ
所属年数

半年未満 9 11.5
1年～ 2年 10 12.8
2年～ 3年 12 15.4
3年以上 47 60.3

他所属SNS
コミュニティ数

0 18 23.1
1 18 23.1
2 23 29.5
3 7 9
4 4 5.1
5 8 10.3

平均値 （標準偏差）
年齢 47.56 （±10.10）
発症年齢 32.41 （±14.40）
経過年 15.15 （±13.32）

表１　対象者の属性 （ｎ＝78）

表3　「SNSコミュニティの要因」の因子分析（主因子法） （ｎ＝78）

表２　日常利用SNS （ｎ＝78）

項目 あり なし
人数 ％ 人数 ％

twitter 35 44.9 43 55.1
Snapchat 0 0 78 100
LINE 71 91 7 9
mixi 9 11.5 69 88.5
amebaブログ 18 23.1 60 76.9
Google＋ 7 9 71 91
その他 2 2.6 76 97.4

病気の管理 メンバーから
の励まし 仲間意識 肯定的感情

の高まり 自己理解

注射や薬の選択に役立った 0.84 0.19 -0.03 -0.27 -0.11
自分も注射や薬の選択ができそうだと思った 0.82 0.09 -0.12 -0.13 -0.05
自分も血糖コントロールができそうだと思った 0.77 -0.07 -0.24 0.12 0.05
自分も低血糖対応ができそうだと思った 0.76 0.03 -0.23 0.05 -0.01
自分も病気を理解できそうだと思った 0.76 -0.01 0.42 -0.20 -0.01
自分も医療者と上手く関わることができそうだと思った 0.75 0.01 0.03 0.02 -0.28
低血糖時の対応に役立った 0.74 -0.07 -0.07 0.06 0.05
自分も運動の工夫ができそうだと思った 0.70 -0.07 0.02 0.16 0.11
運動の選択に役立った 0.70 -0.04 0.00 0.06 0.15
自分も食事の工夫ができそうだと思った 0.69 -0.06 0.03 0.19 0.13
食事の選択に役立った 0.65 -0.05 0.12 -0.09 0.13
医療者との関わりに役立った 0.65 0.16 -0.15 0.10 -0.18
病気の理解が深まった 0.60 -0.01 0.40 -0.12 -0.02
血糖コントロールに役立った 0.54 0.07 -0.03 0.16 0.26
メンバーから応援の言葉がけがある -0.04 0.90 0.05 0.04 0.02
メンバーからの励ましがある 0.07 0.88 0.10 -0.61 -0.03
メンバーから成功を認める言葉がけがある 0.02 0.80 -0.01 0.10 0.06
メンバーから共感される -0.05 0.79 -0.05 0.04 0.09
メンバーからの慰めがある 0.06 0.67 0.02 0.07 -0.14
メンバーとやりとりすることで仲間がいると思う -0.10 0.07 0.87 0.07 -0.01
コミュニティに所属していることで仲間がいると思う 0.14 0.01 0.85 0.12 -0.01
一人ではないと思う 0.10 0.04 0.85 -0.04 0.12
安心する 0.04 -0.03 0.62 0.26 -0.10
自分の思いを発散できたと感じることがある 0.10 0.09 0.06 0.77 -0.05
自分の経験している悩みや苦しみを分かってもらえたと感じることがある 0.03 0.15 0.10 0.71 0.05
孤独感から解放されたと感じることがある 0.09 -0.11 0.25 0.67 -0.13
自分も頑張ろうという気持ちになったことがある 0.09 0.19 -0.02 0.64 0.08
自分自身について客観的にみられると感じたことがある 0.40 -0.24 0.01 0.43 -0.11
 メンバーに理解されていないと思う 0.08 -0.08 0.12 -0.11 0.79
自分の事をうまく伝えられないと思う 0.05 0.09 -0.07 0.02 0.77
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感じることがある。」など 4項目から成る「肯定的感
情の高まり」，第 5因子は「（コミュニティに所属して
いる中で）メンバーに理解されていないと思う」など
2項目から成る「自己理解」と命名した。
　尺度の信頼性を示すα係数は「病気の管理」がα
＝ .94，「メンバーからの励まし」α＝ .92，「仲間意識」
がα＝ .89，「肯定的感情の高まり」がα＝ .85，「自己
理解」がα＝ .77であり，十分な信頼性があると判断
し，変数として得点化し分析に用いた。

4．3　「病気の受け入れ」の因子分析
　病気の受け入れに関する 3項目「（SNSコミュニティ
で得た情報が）糖尿病と付き合うことに役立った。」
「自分も糖尿病と付き合うことができそうだと思っ
た。」「病気を受け入れることができたと感じることが
ある。」について因子分析をした結果，表 4のように
1因子となりα係数はα＝ .77であり，使用可能な変
数と判断した。

4．4　属性別の比較
　各変数と属性による比較を行った．表 5に示すとお
り勤労状況において，「自己理解」のみ有意であった。
性別では有意な差はなかったため，以後一括して分析
を行った。

4．5　相関
　表 6に示すとおり，「病気の受け入れ」と各変数の
相関については，4項目で有意な相関があった。共線
性の診断をしたところ，「メンバーからの励まし」の
項目で共線性の可能性があったため，「メンバーから

の励まし」を外し「病気の管理」「仲間意識」「肯定的
感情の高まり」「自己理解」「年齢」を独立変数として
分析を行った。

4．6　病気の受け入れに影響する要因
　SNSコミュニティにおける病気の受け入れの影響要
因について表 7に示す通り，病気の受け入れを従属変
数，「病気の管理」「仲間意識」「肯定的感情の高まり」
「自己理解」「自己効力感」「年齢」を独立変数として
ステップワイズ法による重回帰分析を行った。投入さ
れた変数は「病気の管理」「仲間意識」「肯定的感情の
高まり」「自己理解」「年齢」の 5つで，「病気の管理」
「肯定的感情の高まり」「自己理解」の 3項目で関係性
が見られた。つまり，「病気の管理」ができるほど，
「肯定的感情の高まり」があるほど，「自己理解」が進
むほど，「病気の受け入れ」が高かった。このモデル
の調整済み決定係数はR²＝ .68（ｐ＜ .001）であり，
病気の受け入れの分散の68％がこれらの 5変数で説明
されることが示された。

表5　勤労による変数の得点比較（一元配置の分散分析） （ｎ＝78）

表４　病気の受け入れの因子分析（主因子法）（ｎ＝78）

表6　病気の受け入れと各変数の相関 （ｎ＝78）

表7　病気の受け入れに影響するSNSコミュニティの要因（重回帰分析）（ｎ＝78）

自分も糖尿病と付き合うことができそうだと思った。
（SNSコミュニティで得た情報が）糖尿病と付き合うことに役立った。
病気を受け入れることができたと感じることがある。

0.70
0.71
0.68

    　　　　　　 平均値±標準偏差 9.50±2.18
　　　　　　　　　 α係数　 0.77

勤労中（n＝62） 学生（n＝3） 無職（n＝13）
項目 満点 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 P値

SNSコミュニティの要因
　病気の管理（14項目） 56 40.98 ± 9.78 47.00 ± 2.65 38.62 ± 7.52 0.36
　メンバーからの励まし（5項目） 20 14.50 ± 4.14 16.00 ± 1.73 14.77 ± 3.92 0.81
　仲間意識（4項目） 16 13.84 ± 2.58 14.33 ± 1.53 13.54 ± 3.23 0.88
　肯定的感情の高まり（4項目） 20 15.35 ± 3.27 15.33 ± 3.06 13.54 ± 5.04 0.26
　自己理解（2項目） 8 6.02 ± 1.57 6.00 ± 1.00 4.54 ± 1.66 ＜0.01
病気の受け入れ（3項目） 12 9.63 ± 2.11 10.67 ± 1.16 8.62 ± 2.50 0.20
自己効力感（1項目） 4 3.19 ± 0.72 3.00 ± 0.00 3.23 ± 0.60 0.87

項目 Pearson の相関係数 P値
SNSコミュニティ
　病気の管理 0.68 ＜ .001
　メンバーからの励まし 0.21 0.067
　仲間意識 0.57 ＜ .001
　肯定的感情の高まり 0.76 ＜ .001
　自己理解 0.28 0.012
自己効力感 0.16 0.159

標準化されていない係数 標準化係数
t P値

B 標準誤差 ベータ
病気の管理 0.09 0.02 0.36 4.92 ＜ .001
仲間意識 0.16 0.07 0.19 2.37 0.02
肯定的感情の高まり 0.24 0.06 0.52 4.36 ＜ .001
自己理解 0.16 0.09 0.14 1.85 ＜ .001
年齢 -0.02 0.01 -0.08 -1.20 0.24
＊ 「病気の受け入れ」に影響を及ぼす要因における重回帰分析
によるモデルの有意性は，F（5. 7 2） ＝104.23 調整済みＲ ²
＝ .68 （p＜0.001）であった
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５．考察

　本研究は自己効力感の 4つの構成概念をもとにSNS

コミュニティにおける患者の自己効力感を促す構成概
念を再構し，SNSコミュニティが与える病気の受け入
れの影響要因について明らかにした。
　その結果，「病気の管理」ができるほど，「肯定的感
情の高まり」があるほど，「自己理解」が進むほど，
「病気の受け入れ」ができる可能性が示唆された。
　以下では，本研究により明らかになったSNSコミュ
ニティの因子構造の妥当性と，SNSコミュニティにお
ける 1型糖尿病患者の病気の受け入れに影響する要因
に焦点を当てて考察する。

5．1　SNSコミュニティの因子構造の妥当性
　まず，SNSコミュニティの影響要因の 5因子構造に
ついて自己効力感を構成する 4つの概念に基づいて述
べる。
　SNSコミュニティの影響要因は「病気の管理」「メ
ンバーからの励まし」「仲間意識」「肯定的感情の高ま
り」「自己理解」の 5因子構造となった。「病気の管理」
は，低血糖対応や血糖コントロール，食事や運動の工
夫，医療者との関係づくりなどの項目から成る。自己
効力感を高める要因のひとつである遂行行動の達成
は，自分自身が何かを達成した，何かを成功させたと
いう経験，代理的体験は自分以外の人が達成した，成
功したのを観察した経験である 6）。SNSコミュニティ
においては，SNSでの気軽なやり取りや投稿の中で，
メンバーの体験談を知り実際に血糖コントロールに役
立てたり自分も食事の工夫ができたりするという気持
ちの高まりがあった経験に対応する。つまり，遂行行
動の達成と代理的体験は 1型糖尿病患者の血糖コント
ロール等の重要な自己管理の項目であり 7），「病気の管
理」としてまとめられる。「メンバーからの励まし」
は，言語的説得にあたる項目としてとらえることがで
きる。自己効力感の要因の言語的説得とは，自身に遂
行する能力があることを言語で説明されることである
6）。SNSコミュニティにおいては，自身の投稿や発言
に対するメンバーからの共感や応援，慰めや励ましな
どの言語的コミュニケーションに対応している。よっ
て，言語的説得として設定した項目は「メンバーから
の励まし」としてまとめられる。「仲間意識」，「肯定
的感情の高まり」，「自己理解」は，情動的喚起にあた
る項目である。自己効力感の要因の情動的喚起は，感
動体験等の生理的反応を得ることである 6）。SNSでや
りとりすることやコミュニティに所属していることに

より一人でないと思う仲間がいると思う等の項目は，
コミュニティに所属する中で生まれる「仲間意識」と
してまとめられる。実際のやりとりを通して自分の思
いの発散や，客観的に自己を見つめる，孤独感からの
解放や悩みや苦しみの共有など，気持ちの変化として
「肯定的感情の高まり」としてまとめられる。メンバー
からの理解や自己表現など，自分を理解しているかど
うかは「自己理解」としてまとめられる。つまり，5
つの変数はいずれも自己効力感の構成概念で説明でき
る。

5．2　 SNSコミュニティにおける病気の受け入れに
影響する要因

　SNSコミュニティでは「病気の管理」「肯定的感情
の高まり」「自己理解」の 3つが病気の受け入れに影
響を与えていた。
　「病気の管理」に関する成功経験が多い人ほど病気
の受け入れができているという結果については，病気
の管理にプラスの影響を受けていることで実際の管理
がうまくいき，病気をある程度コントロールできてい
ると感じるために受け入れの気持ちも高まるのではな
いかと推測される。思春期の 1型糖尿病患者の自己管
理を検討した研究では 5），患者が体調の変化や生活の
変化に合わせたコントロール方法を確立することで病
気を受け入れながら成長していくということが明らか
になっている。思春期以降も就職や結婚といったライ
フスタイルの変化はあり，その中で自身にあった病気
の管理をメンバーの経験から得た学びにより確立する
ことで，病気の受け入れが進むといえる。
　また，「肯定的感情の高まり」の経験が多い人ほど
病気の受け入れが出来ているという結果については，
SNSでのつながりにより病気に対するマイナス感情の
軽減や肯定的にとらえるきっかけにより病気自体につ
いても肯定的にとらえ受け入れにつながっていると推
測できる。先行研究にもあるように，病者にとって
SNS上で自身の体験を共有し互いに励ましあう活動
は，SNSのつながりやすさや手軽さといった特性によ
り可能になっている 2）。1型糖尿病の中・高校生にお
ける学校生活における学生生活の充実度に影響を及ぼ
す心理社会的要因を明らかにした研究では，病状や病
気に対する感情に加え，情緒的に支援してくれる者の
存在が影響を及ぼすと指摘されており 8），今回の対象
となった勤労中の年齢層にとって，支援者とつながる
場としてSNSコミュニティが機能しているといえる。
　「自己理解」の得点が高い人ほど病気の受け入れが
できているという結果については，自身を表現できた
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りメンバーから理解されたりしているという気持ちが
病気を受容する気持ちを高めると推測される。
　また関連が見られなかった「仲間意識」「メンバー
からの励まし」について考察する。
　「仲間意識」については，SNS上でのやり取りや
SNSコミュニティに所属する事で孤独感の解消等安心
感を得る効果が期待できる。また，対象の約 9割がコ
ミュニティに所属することによって一人でない等の所
属による安心を感じていると推測される。しかしあく
までオンライン上でのつながりであり，実際の患者会
の直接の交流や対面するコミュニケーションに比べる
と，仲間ととらえるには弱いつながりであるため，影
響しなかった可能性がある。
　SNS上での「メンバーからの励まし」は，言語的説
得により病気と付き合う自己効力感への効果が期待で
きる。メンバーに認めてもらう等の経験は自己管理の
負担感や孤立感も緩和していると推測できる 8）。しか
し，病気を受け入れることは，人から励まされて進む
という単純なことではないため，今回は影響しなかっ
たといえる。
　本研究により，SNSを用いて 1型糖尿病患者の病気
の受け入れを促すためには，SNSコミュニティでの
「病気の管理」に関する体験を積極的にきく，「肯定的
感情の高まり」につながるように 1つのコミュニケー
ションツールとして気軽にSNSコミュニティを利用す
る，「自己理解」がすすむように自分の体験を投稿し
てみる等の利用の工夫をする事が効果的であると示唆
された。同時にSNSコミュニティは患者会の役割を完
全に代替することはできず，直接コミュニケーション
をとることのできる同病者との交流は少なからず必要
であるといえる。オンラインとオフラインを上手く併
用し，自身のライフスタイルに合わせてSNSコミュニ
ティを利用することが重要であるといえる。本結果は，
1型糖尿病患者にとって効果的なSNSコミュニティの
利用に視座を与えるものである。

６．本研究の限界と今後の課題

　本研究はFacebookの 1型糖尿病コミュニティ
（iVOX）に焦点を当て，SNSコミュニティにおける 1
型糖尿病患者の病気の受け入れの影響要因を自己効力
感の構成概念を用いて明らかにした。今現在SNSコ
ミュニティの効果を明らかにした研究は少なく，本研
究がSNSコミュニティだけに強く影響されたものであ
るかは明らかでない。また対象は40 ～ 60代の中高年
層が大半であるため，すべての年齢層を反映した結果

でないことが限界である。今後若手のSNSコミュニ
ティを対象としたり，よりSNSの特異性を反映した調
査項目にすることで，より病気の受け入れに影響する
SNSコミュニティの特徴を明らかにすることができ，
1型糖尿病患者がSNSコミュニティをより有効的に活
用する一助とするための示唆を得ることができる。1
型糖尿病患者を始めとして様々な慢性疾患でSNSコ
ミュニティの有効活用が推進するように，今後は対象
の幅を広げて一般化を図ることが必要である。

７．結論

　本研究はFacebookの 1型糖尿病患者コミュニティ
（iVOX）に焦点を当て，自己効力感の 4つの構成概念
をもとに患者の自己効力感を促す構成概念を再構し，
SNSコミュニティが与える病気の受け入れの影響要因
を明らかにした。1型糖尿病の受け入れに影響を及ぼ
すSNSの要因は「病気の管理」「メンバーからの励ま
し」「肯定的感情の高まり」「仲間意識」「自己理解」の
5つに分類された。また，1型糖尿病患者が病気を管
理し病気を受け入れ，QOLの向上につながるように効
果的にSNSを利用するには，「病気の管理」，「肯定的
感情の高まり」，「自己理解」の経験が充実するような
利用の工夫や利用体制づくりの必要性が示唆された。

付記

　本研究は，令和元年度（2019年度）基盤研究（C）
（一般）「病気の子供を包摂する学びとケアの共同体づ
くりのための教員研修プログラムの開発（課題番号
19K02595）」（代表 竹鼻ゆかり）科学研究費の成果の
一部として，令和元年度（2019年度）植美乃里執筆の
卒業論文を加筆修正し執筆したものである。
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